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【手続補正書】
【提出日】令和3年11月12日(2021.11.12)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ネットワークエンティティによるワイヤレス通信の方法であって、
　物理アップリンク共有チャネル(PUSCH)送信内に含められるべきアップリンク(UL)制御
情報(UCI)を識別するステップと、
　前記UCIを前記PUSCH送信の1つまたは複数のレイヤにマッピングする少なくとも1つのマ
ッピングルールを識別するステップであって、前記少なくとも1つのマッピングルールが
、前記PUSCHのランク、または前記PUSCHの変調およびコーディング方式(MCS)のうちの少
なくとも1つに基づく、ステップと、
　前記少なくとも1つのマッピングルールを使用して、少なくとも前記UCIを含むPUSCHをU
Eから受信するステップとを含む、
　方法。
【請求項２】
　前記少なくとも1つのマッピングルールが、前記UCIの、前記PUSCHの固定された複数の
前記レイヤへのマッピングを含む、
　請求項1に記載の方法。
【請求項３】
　無線リソース制御(RRC)シグナリングまたは媒体アクセス制御(MAC)制御要素(CE)のうち
の少なくとも1つを介して前記少なくとも1つのマッピングルールを用いて前記UEを構成す
るステップをさらに含む、または、
　ダウンリンク制御情報(DCI)送信を介して前記少なくとも1つのマッピングルールを用い
て前記UEを構成するステップをさらに含む、
　請求項1に記載の方法。
【請求項４】
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　前記UEによる前記マッピングの識別を容易にするために、前記PUSCHの前記ランクの指
示またはMCS指示のうちの少なくとも1つを送信するステップをさらに含む、
　請求項1に記載の方法。
【請求項５】
　前記PUSCHの前記ランクが、UL DMRSポート指示、送信ランク指示(TRI)、またはサウン
ディングリソース指示(SRI)のうちの少なくとも1つを介して示される、
　請求項4に記載の方法。
【請求項６】
　前記少なくとも1つのマッピングルールが、前記ランクが第1の値である場合、前記UCI
を前記PUSCHの1つまたは複数のレイヤの第1のセットにマッピングするか、または前記ラ
ンクが第2の値である場合、前記UCIを前記PUSCHの1つまたは複数のレイヤの第2のセット
にマッピングし、
　随意に、
　前記少なくとも1つのマッピングルールがさらに、前記ランクが前記第2の値を超える場
合、前記UCIを前記PUSCHの1つまたは複数のレイヤの第3のセットにマッピングする、
　請求項1に記載の方法。
【請求項７】
　前記PUSCHの前記MCSまたはランクのうちの少なくとも1つの指示が、ダウンリンク制御
情報(DCI)を介して伝達される、
　請求項4に記載の方法。
【請求項８】
　前記少なくとも1つのマッピングルールが、前記PUSCHの前記MCSが第1のMCSしきい値以
下である場合、前記UCIを前記PUSCHの1つまたは複数のレイヤの第1のセットにマッピング
し、前記PUSCHの前記MCSが前記第1のMCSしきい値を超える場合、前記UCIを前記PUSCHの1
つまたは複数のレイヤの第2のセットにマッピングし、
　随意に、
　前記PUSCHの1つまたは複数のレイヤの前記第2のセットが、前記PUSCHのすべてのレイヤ
を備える、
　請求項1に記載の方法。
【請求項９】
　前記少なくとも1つのマッピングルールがさらに、前記MCSが第2のMCSしきい値を超える
場合、前記UCIを前記PUSCHの1つまたは複数のレイヤの第3のセットにマッピングする、
　請求項8に記載の方法。
【請求項１０】
　前記少なくとも1つのマッピングルールがUCIコンテンツにも基づき、それによって、異
なるUCIコンテンツが別様にマッピングされるようにし、
　随意に、
　前記UCIコンテンツが、少なくとも第1および第2の部分を有するCSI報告を含み、前記CS
I報告の前記第1および第2の部分が、1つまたは複数のレイヤの異なるセットにマッピング
される、
　請求項1に記載の方法。
【請求項１１】
　前記少なくとも1つのマッピングルールが、前記PUSCH送信のMCSとランクの両方に基づ
き、
　随意に、
　前記PUSCH送信のMCSとランクの異なる組合せが、前記UCIを1つまたは複数のレイヤの異
なるセットにマッピングすることをもたらす、
　請求項1に記載の方法。
【請求項１２】
　ユーザ機器(UE)によるワイヤレス通信の方法であって、
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　物理アップリンク共有チャネル(PUSCH)送信内でネットワークエンティティに送信され
るべきアップリンク(UL)制御情報(UCI)を識別するステップと、
　前記UCIを前記PUSCH送信の1つまたは複数のレイヤにマッピングする少なくとも1つのマ
ッピングルールを識別するステップであって、前記マッピングが、前記PUSCHのランク、
または前記PUSCHの変調およびコーディング方式(MCS)のうちの少なくとも1つに基づく、
ステップと、
　前記少なくとも1つのマッピングルールを使用して、少なくとも前記UCIを含むPUSCHを
前記ネットワークエンティティに送信するステップとを含む、
　方法。
【請求項１３】
　前記少なくとも1つのマッピングルールが、前記UCIの、前記PUSCHの固定された複数の
前記レイヤへのマッピングを含む、
　請求項12に記載の方法。
【請求項１４】
　無線リソース制御(RRC)シグナリングまたは媒体アクセス制御(MAC)制御要素(CE)のうち
の少なくとも1つを介して前記少なくとも1つのマッピングルールの構成を受信するステッ
プをさらに含む、または、
　ダウンリンク制御情報(DCI)送信を介して前記少なくとも1つのマッピングルールの指示
を受信するステップをさらに含む、
　請求項12に記載の方法。
【請求項１５】
　前記PUSCHの前記ランクまたは前記PUSCHの前記MCSのうちの少なくとも1つの指示を前記
ネットワークエンティティから受信するステップと、前記指示に基づいて前記少なくとも
1つのマッピングルールを識別するステップとをさらに含む、
　請求項12に記載の方法。
【請求項１６】
　前記PUSCHの前記ランクが、アップリンク(UL)復調基準信号(DMRS)ポート指示、送信ラ
ンク指示(TRI)、またはサウンディングリソース指示(SRI)のうちの少なくとも1つを介し
て示される、
　請求項15に記載の方法。
【請求項１７】
　前記少なくとも1つのマッピングルールが、前記ランクが第1の値である場合、前記UCI
を前記PUSCHの1つまたは複数のレイヤの第1のセットにマッピングし、前記ランクが第2の
値である場合、前記UCIを前記PUSCHの1つまたは複数のレイヤの第2のセットにマッピング
し、
　随意に、
　前記少なくとも1つのマッピングルールがさらに、前記ランクが前記第2の値を超える場
合、前記UCIを前記PUSCHの1つまたは複数のレイヤの第3のセットにマッピングする、
　請求項15に記載の方法。
【請求項１８】
　前記PUSCHの前記MCSまたはランクのうちの少なくとも1つの指示が、ダウンリンク制御
情報(DCI)を介して伝達される、
　請求項12に記載の方法。
【請求項１９】
　前記少なくとも1つのマッピングルールが、前記PUSCHの前記MCSが第1のMCSしきい値以
下である場合、前記UCIを前記PUSCHの1つまたは複数のレイヤの第1のセットにマッピング
し、前記PUSCHの前記MCSが前記第1のMCSしきい値を超える場合、前記UCIを前記PUSCHの1
つまたは複数のレイヤの第2のセットにマッピングし、
　随意に、
　前記PUSCHの1つまたは複数のレイヤの前記第2のセットが、前記PUSCHのすべてのレイヤ
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を備える、
　請求項12に記載の方法。
【請求項２０】
　前記少なくとも1つのマッピングルールがさらに、前記MCSが第2のMCSしきい値を超える
場合、前記UCIを前記PUSCHの1つまたは複数のレイヤの第3のセットにマッピングする、
　請求項19に記載の方法。
【請求項２１】
　前記少なくとも1つのマッピングルールがUCIコンテンツにも基づき、それによって、異
なるUCIコンテンツが別様にマッピングされるようにし、
　随意に、
　前記UCIコンテンツが、少なくとも第1および第2の部分を有するCSI報告を備え、前記CS
I報告の前記第1および第2の部分が、1つまたは複数のレイヤの異なるセットにマッピング
される、
　請求項12に記載の方法。
【請求項２２】
　前記少なくとも1つのマッピングルールが、前記PUSCH送信のMCSとランクの両方に基づ
き、
　随意に、
　前記PUSCH送信のMCSとランクの異なる組合せが、前記UCIを1つまたは複数のレイヤの異
なるセットにマッピングすることをもたらす、
　請求項12に記載の方法。
【請求項２３】
　ネットワークエンティティによるワイヤレス通信のための装置であって、
　物理アップリンク共有チャネル(PUSCH)送信内に含められるべきアップリンク(UL)制御
情報(UCI)を識別する手段と、
　前記UCIを前記PUSCH送信の1つまたは複数のレイヤにマッピングする少なくとも1つのマ
ッピングルールを識別する手段であって、前記少なくとも1つのマッピングルールが、前
記PUSCHのランク、または前記PUSCHの変調およびコーディング方式(MCS)のうちの少なく
とも1つに基づく、手段と、前記少なくとも1つのマッピングルールを使用して、少なくと
も前記UCIを含むPUSCHをUEから受信する手段とを備える、
　装置。
【請求項２４】
　ユーザ機器(UE)によるワイヤレス通信のための装置であって、
　物理アップリンク共有チャネル(PUSCH)送信内でネットワークエンティティに送信され
るべきアップリンク(UL)制御情報(UCI)を識別する手段と、
　前記UCIを前記PUSCH送信の1つまたは複数のレイヤにマッピングする少なくとも1つのマ
ッピングルールを識別する手段であって、前記マッピングが、前記PUSCHのランク、また
は前記PUSCHの変調およびコーディング方式(MCS)のうちの少なくとも1つに基づく、手段
と、前記少なくとも1つのマッピングルールを使用して、少なくとも前記UCIを含むPUSCH
を前記ネットワークエンティティに送信する手段とを備える、
　装置。
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